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はじめに
このたびは、タジマ製品をお買い上げいただきまして、まことにありがとうございます。

ご使用の前に本書をよくお読みいただき、内容を理解されたうえで機械をご使用ください。

尚、詳細において製品の仕様と異なる場合があります。ご不明点がございましたら、販売代理店までお問い合わせ
ください。

安全についての表記と意味
機械の取り扱いにおける注意事項を以下のように表記しますのでお守りください。

※1：感電、怪我、骨折などで後遺症をもたらすもの、あるいは治療に入院や長期の通院を要するもの。
※2：治療に入院や長期の通院を要さないもの。

本文中で使われる図記号の意味は以下のとおりです。

その他の表記について

免責事項ほかについて
・機械の外観や仕様、およびマニュアルの内容は、改良のため予告なく変更することがあります。あらかじめご了
承ください。

・マニュアルの記載内容を守らないことにより生じた損害、およびマニュアルに記載された内容以外の修理、分
解、改造による故障・損害について、弊社は一切の責任を負いません。

・弊社の承諾なく、マニュアルの一部または全部を複写、複製、転写することを禁じます。

表記 表記の意味

危険 死亡、あるいは重傷※1となる危険性がきわめて高い注意事項

警告 死亡、あるいは重傷※1となる可能性のある注意事項

注意 軽傷※2、あるいは物的損害が生じる可能性のある注意事項

図記号 図記号の意味

禁止事項

感電するおそれのある事項

安全のために守っていただきたい事項

表記 表記の意味

縫い上がりなどに影響する注意事項を示します。

知っておいていただきたい知識、知っておくと便利な知識を示します。
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1. 各部の名称

5

1-1. 全体図

1. 各部の名称

1 ビーズリール（A側） 9 送りモータ（A側）

2 ビーズテープ（A側） 10 送りモータ（B側）

3 ビーズリール（B側） 11 ポンス

4 ビーズテープ（B側） 12 ビーズホルダ

5 エアシリンダ 13 ビーズ用布押え

6 ホルダ駆動モータ 14 ビーズ用上糸ホルダ

7 スイッチボックス
15
ビーズ用針

8 ストッパレバー

3

1
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4
7 6

8
9

10

11 12
13
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オルガン　DBxK5Z4#10
グロッツ　DBxK5SS#65/9



1. 各部の名称
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1-2. スイッチボックス

1 LED ランプ

赤点灯：電源ＯＮ から準備完了までの間
緑点灯：自動モード、準備完了
緑 / 赤の交互点灯：サーボモータのエラー
赤点滅：調整モード、手動モード

2 未対応 現在使用できません

3 ホルダ送りスイッチ
調整モードでスイッチを押すと、ビーズホルダが縫い付け位置へ移動します。
もう一度、スイッチを押すと、ビーズホルダが後退し、ポンスがビーズを打ち
抜いてから退避位置に戻ります。

4 送りモータ（A側）スイッチ 調整モードでスイッチを 1回押すと、ビーズリール（A側）からビーズテープ
が 1つ送り出されます。

5 送りモータ（B側）スイッチ 調整モードでスイッチを 1回押すと、ビーズリール（B側）からビーズテープ
が 1つ送り出されます。

6 モード切り換えスイッチ
上側（自動モード）
中間（調整モード）
下側（手動モード）

1

2

3

4

5

6

6



2. 準備
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2-1. ビーズリールの取付け

【多頭機用】

1 ビーズリール 1 をストッパ 2 とシャフト 3 に通し、
ばね 4を押してストッパ 2を立てて固定する。

2 ビーズテープ 5をガイド 6の上に通す。

【単頭機用】

1 ビーズリール 1 をシャフト 3 に通し、フェルト 7 と
割カラー 8で留める。

2 ビーズテープ 5をガイド 6の上に通す。

■マルチコード装置と併用するとき（多頭機）
マルチコード装置との干渉を避けるため、ビーズリールの取付け方を変更してください。

1 アルミフレーム 1 をフレームベース 2 に、向きを変
えて付け換える。

2 リールシャフト 6を外す。

3 ボルト 4を緩め、ガイドブラケット 3をアルミフレー
ム 1の先端まで移動させ、ボルト 4で留める。

4 リールベース 7 を外し、リールシャフト 6 が付いて
いた位置に留める。

5 ビーズリール 5をリールベース 7にセットする。

2. 準備

【多頭機用】

【単頭機用】

6

5

2

1

3

7

8

6
5

1 3

4

1

・ビーズリールは図で示す向きに取り付けてください。

・ビーズリールがスムーズに回転するように割カラー
を当ててください。当てすぎるとビーズリールが回
らなくなります。

・ビーズテープがねじれないように通してください。

7

3

6

1

4

2

5 7



2. 準備

8

■マルチコード装置と併用するとき（単頭機）
マルチコード装置との干渉を避けるため、リールスタンド（オプション）を使用してください。

1 リールシャフト 1にビーズリール 2を通す。

2 リールシャフト 1をフック 3に掛ける。

3 ビーズテープの先端4をテープホルダ5に留めておく。

2-2. ビーズリールの取付け位置の調整

1 ボルト 1 を緩めてリールベース 2 の高さを調整し、
ビーズリールの取り付け位置を決めたら、ボルト 1で
固定する。

2 ボルト 3 を緩めてガイド 4 の高さを決めたら、ボル
ト 3で固定する。

2-3. エア調整

1 エアレギュレータ 1にエアを供給する。

2 エアレギュレータ 1のつまみ 2を引き上げて回し、エ
ア圧力を 0.55（Mpa）に設定する。

3 エアレギュレータ 1のつまみ 2を下げ、ロックする。

・リールスタンドを取り付けるには、単頭機用の脚スタンドが必要です。

2

5

1

3

4

6

7

・ビーズリール 2にリール押え 6が軽く触れ、リールが
回り過ぎないようにボルト7で位置を調節してくださ
い。

3
4

2

1

・作業時の邪魔にならないよう、なるべく上に取り付け
てください。

2

1



2. 準備
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2-4. ビーズテープのセット

1 スイッチボックスのモード切り換えスイッチ1を下側
（手動モード）にする。

2 ビーズテープ（B側）2をガイド（B側）3に通す。

3 送りモータ（B 側）のノブ 4 を回し、ビーズテープ
（B側）2をポンス 5の位置まで送る。

4 同様にビーズテープ（A側）6をガイド（A側）7に通す。

5 モード切り換えスイッチ 1を上側（自動モード）にす
る。

2-5. 縫付け準備
縫い付けは、その時点でビーズホルダに入っているビーズを縫い付けます。そのため、A側または B 側のうち先に
縫い付けるビーズ をあらかじめビーズホルダに入れておく必要があります。

1 スイッチボックスのモード切り換えスイッチ1を中間
（調整モード）にする。

2 先に縫い付けたい側のビーズのスイッチ（A側 2また
は B側 3）を押す。

3 モード切り換えスイッチ 1を上側（自動モード）にす
る。

ビーズテープを装置にセットするときは、送り部に直接触れないでください。指が巻込まれるおそれがあります。

ビーズリールやガイドに頭や顔をぶつけないように作業してください。

1

2

3

4

5

・モード切り換えスイッチを下側（手動モード）にする
と、送りモータを手で回すことができます。

1
6

7

・モード切り換えスイッチを上側（自動モード）にする
と、ポンスがビーズを打ち抜き、ビーズホルダは退避
位置に戻ります。

1

2
3

4

6



2. 準備
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2-6. ビーズリールの交換
ここではビーズリール（B側）を交換する場合の手順を例に説明します。

1 スイッチボックスのモード切り換えスイッチ1を下側
（手動モード）にする。

2 送りストッパ 2 を持ち上げた状態で、ビーズテープ
（B側）3を使用済み部分が見えるまで引き出す。

3 ビーズテープ（B 側）3 の使用済み部分の境目 4 をハ
サミで切断する。

4 ビーズテープ（B 側）の使用済み部分 5 を機械の背面
から引き出し、破棄する。

5 ストッパ 6を横にして解除する。

6 ビーズリール（B側）7を交換する。

7 ストッパ6で新しいビーズリール（B側）7を固定する。

1

3

2 2

3 4

5

7

6

6

・ビーズテープのセット手順については、『2-4. ビーズ
テープのセット』を参照してください。



3. シードビーズ装置の昇降
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3-1. 昇降の手順
シードビーズの昇降は、機械の操作パネルで行います。

■TMAR、TMCR、TMCP、TMEZ

1 ストッパレバー 1を下げ、ストッパを解除する。
ストッパを解除すると、装置の昇降が可能になりま
す。

2 メイン画面の を押す。

3 を押す。

4 シードビーズ装置の昇降を選択する。

降下させる場合： を押す。

上昇させる場合： を押す。

3. シードビーズ装置の昇降

シードビーズ装置を昇降するときは、装置の近くに手や顔を近づけないでください。稼動部に当たって怪我をするおそ
れがあります。

1

・ストッパは、シードビーズ装置が上昇している位置
から降下を防止するためのものです。刺繍を開始す
るときには、ストッパを解除してください。

2

3

4

・針棒ケースが最終針位置（左側装着の場合）でないと

きは になり、操作できません。



3. シードビーズ装置の昇降
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5 を押す。

■TMBR、TMBP、TCMX、TLMX

1 ストッパレバー 1を下げ、ストッパを解除する。
ストッパを解除すると、装置の昇降が可能になりま
す。

2  を押す。

3 を回し、［Down］にする。

4 を押す。

シードビーズ装置を降下して

よろしいですか？

5

1

・ストッパは、シードビーズ装置が上昇している位置
から降下を防止するためのものです。刺繍を開始す
るときには、ストッパを解除してください。

1 Up

LED OFF
10 LED ON

2

・シードビーズ装置が上側にあるときは［Up］と表示
され、下側にあるときは［Down］と表示されています。

・針棒ケースが最終針位置（左側装着の場合）でないと
きは［－］と表示され、操作できません。

・操作パネルの表示やボタン類は機種によって異なる場
合があります。

D2

1 Down

3

4
・［手動装置昇降］で［Up］または［Down］に変更す
るとアラームが鳴り続け、SETボタンを押すとアラー
ムが止まり、昇降します。



4. ビーズ刺繍を行う上での注意

13

4-1. 注意事項

機械の出荷時、シードビーズ装置の布押え下死点は+1.5ｍｍ で設定されています。通常、この値を変更する必要は
ありませんが、生地が厚いときなどは、以下の手順で布押え下死点を調整してください。布押え下死点の調整は機
種によって異なります。

5-1. TMAR、TMCR、TMEZ
操作パネルで、布押え下死点を調整します。

1 メイン画面の を押す。

4. ビーズ刺繍を行う上での注意

柄を作成するときは、ビーズの間隔を最低 2.5mm以上にしてください。ビーズが密集していたり重なっている柄でビー
ズを縫い付けると、他のビーズと干渉して縫い付けミスが発生したり、針がビーズに当たってビーズが割れたり、針が
折れたりすることがあります。

刺繍中は顔を近づけないでください。ビーズが割れて飛散する場合があります。

シードビーズ装置を使うときは、装置が枠に干渉しないかトレースを行ってください。

・最高回転数は800rpm以下に設定してください。

5. 布押えの高さ調整

布押え

針板
布押え下死点

布押え高さ

・布押え下死点は、全針棒一括、針棒ごと、および針棒ステップごとに設定することができます。ここでは、針棒ステップ
ごとに布押え下死点を設定する方法を紹介します。
詳細な設定は各機種のユーザーズマニュアルを参照してください。

1

・データセットしていない柄を選択して、布押え下死点
を設定することもできます。
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2 を押す。

3 を押し、シードビーズ装置が装着されている針棒

No.9 のステップ（ステップ 5）を選択する。

4 を押す。

5［布押え下死点］を選択する。

6 を押し、布押え下死点の高さを変更する。

7 を押す。

8 を押す。

2

3

4

9

66

5/8
275 st.
Jump  1 st.
Seq1  90
Seq2   ---

44

0.8

8

6

7

回転数制限 1100rpm

オートジャンプ No

ジャンプ変換 Yes3J

布押え下死点 0.8

布押えストローク 15

布押えタイミング 0

布押えＦ.Ｂ. 下死点 9.0

糸切れ感知 Yes

返し縫い /ほつれ止め Yes

5
・下死点の高さは、生地の厚み＋ 1.5mm を目安にして
ください。

・ステップに設定変更が加わると、針棒 No.9 のステッ
プ（ステップ5）が赤い枠に変わります。
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5-2. TMBR
操作パネルで、布押え下死点を調整します。

1 を押す。

2 を押し、［針棒選択］を選択する。

3 を押す。

4 を押し、［布押え下死点］を調整するステップを

選択する。

5 を押し、［布押え下死点］の設定にする。

6 を回し、［下死点の高さ］を設定する。

7 を押す。

・布押え下死点は、全針棒一括、針棒ごと、および針棒ステップごとに設定することができます。ここでは、針棒ステップ
ごとに布押え下死点を設定する方法を紹介します。
詳細な設定は各機種のユーザーズマニュアルを参照してください。

2

3
1

1 自動色換 (AC) ／自動起動 (AS)
2 針棒選択
3 データ変換
4 繰返し
5 自動オフセット
6 自動データセット後自動起動 YES
7 柄位置調整

9 針元 LED照明 OFF
10 針棒色

B

2.0

B

+17
22.0
-30

mm
mm
mm

4

7

6

5

2 針棒選択

・下死点の高さは、生地の厚み＋ 1.5mm を目安にして
ください。
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5-3. TMCP
主軸を手で回せるよう設定を変更します。

1 メイン画面の を押す。

2 Ｐ8を押す。

3［85. 機械調整］を選択する。

4［9. 主軸ブレーキ］を選択する。

5 を押す。

6 を押す。

7 ネジ 1を外し、針棒ケースカバー 2を外す。

8 機械の左側にある釜軸伝達ボックス3に主軸ハンドル
4を差し込み、反時計回りに 1回転してから 178°に
する。

9 ネジ 5を緩め、布押え 6の下にスペーサ 7を置く。
（スペーサ 7の高さは生地の厚み+1.5mm）

10 布押えの高さをスペーサ 7 に合わせたら、ネジ 5 を
締める。

11 スペーサ 7 を外し、主軸ハンドル 4 を反時計回りに
回して 0°にする。

12 針棒ケースカバー 2をネジ 1で取り付ける。

1

3

2

84 パスワード（機能制限）---

85 機械調整---

86 機械状態---

87 パネル設定---

5

6

1 ---

2 ---

3 ---

4 ---

5  ---

6 ---

7 ---

8 短く

9 Yes

10 Yes

4

1

2

4
3

5

6

7
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5-4. TMBP
主軸を手で回せるよう設定を変更します。

1  を押しながら、  を押す。

2  を押す。

3  を回し、［NO］を選択する。

4 を押す。

以降布押え下死点の調整は『5-3. TMCP　手順7～13』を
参照してください。

5-5. TLMX、TCMX
主軸を手で回せるよう設定を変更します。

1  を押しながら、  を押す。

2  を回し、［NO］を選択する。

3 を押す。

以降布押え下死点の調整は『5-3. TMCP　手順7～13』を
参照してください。

SET
+

F3

1

2
1

2 主軸ブレーキ
3 空気圧確認スイッチ YES

5 レーザークロスマーカ
6 シークイン装置

10 ネットワーク NO

F3

2 

100

NO

SET
+

F3

YES / NO

[  ]

3

4

・通常は［YES］の設定になっています。［NO］に設定
しても再起動すると［YES］に戻ります。

SET
+

F3

2

1 3
1

2 弱めブレーキ YES
3 空気圧確認スイッチ YES

7 シークイン装置

10 ネットワーク NO

・通常は［YES］の設定になっています。

F3
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6-1. 掃除
・ビーズホルダ、送り部に抜きカスが溜まってきたら、エアで掃除してください。
・シードビーズ装置や生地に残った縫い付けミスのビーズを取り除いてください。
・ミシン背面に溜まった空のビーズテープは適宜破棄してください。

6-2. グリスアップ
指定箇所に注油またはグリスを塗布してください。
注油：半年に 1回
グリス塗布：年に 1回

6. メンテナンス

・グリスはオレフィン系のプラスチック用グリスを使用してください。

注油
グリス塗布
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7-1. ビーズ装置が昇降しない

7-2. ビーズの縫付けミスが多い
ビーズホルダの縫い付け位置が針落ちの中心とズレていると、ビーズの縫い付けミスが多くなります。縫い付け位
置を針落ちの中心に調整します。

1 昇降のストッパを解除し、手動操作でビーズ装置を降
下させる。

2 スイッチボックスのモード切り換えスイッチ1を中間
（調整モード）にする。

3 ホルダ送りスイッチ 2 を押し、ビーズホルダ 3 を縫
い付け位置へ移動させる。

4 指で針棒を押し下げ、針がビーズの中心になっている
か確認する。

7. トラブルと対処

現象 対処

ストッパレバーがロックされたままになっている。
ストッパレバーを下げ、ストッパ解除してください。
『3-1. 昇降の手順』を参照してください。

エアが供給されていない、またはエア圧力が足りない。
エアレギュレータにエアが供給されているか確認し、エ
ア圧力を調整してください。
『2-1. エア調整』を参照してください。

エアチューブが抜けている。
エアチューブをセットしてください。
チューブが破損している場合は販売代理店までご連絡
ください。

装置を調整するときは、駆動部に手や顔を近づけないでください。怪我をするおそれがあります。

2

1

3

・TMAR、TMCR、TMEZ、TMBR は針棒を下げる前に布
押えを下げてください。

針棒を下げているときは、ビーズホルダを動かさな
いでください。
針棒を下げているときは、装置の昇降をしないでく
ださい。機械や装置が故障するおそれがあります。
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【ビーズと針の位置が前後にズレている場合】

5 ネジ 4を緩め、ネジ 5で調整する。

6 調整が終わったら、ネジ 4を締める。

【ビーズと針の位置が左右にズレている場合】

7 ネジ 6を緩め、ネジ 7で調整する。

8 調整が終わったら、ネジ 6を締める。

9 クラッチレバー 8を手前に上げる。
針棒が開放され、針棒が元の位置に戻ります。
（TMCP、TMBP、TLMX、TCMXのみ）

10 クラッチレバー8を奥側へ押し、クラッチレバーを元
の位置に戻す。

11 モード切り換えスイッチ 1を上側（自動モード）にす
る。
ビーズホルダ 3が退避位置に戻り、LEDランプ 9が緑
に点灯します。

6

5

7

4

8

・クラッチレバーを元の位置に戻していないと針棒が
開放状態となるため、縫うことができません。

9

1

3



初　版 2018 年 7月

第５版 2022 年 5月

■製造元：
住所 ：〒 486-0901　愛知県春日井市牛山町 1800 番地
TEL ：(0568)33-1161（代表）　 FAX：(0568)33-1191

■販売元：タジマ工業株式会社
住所 ：486-0901　愛知県春日井市牛山町 1800 番地
TEL ：(0568)37-1130（代表）　 FAX：(0568)37-1230

● 本書の一部または全部を無断で複製、転載、改編することを禁止します。


	各部の名称
	1-1. 全体図
	1-2. スイッチボックス

	準備
	2-1. ビーズリールの取付け
	2-2. ビーズリールの取付け位置の調整
	2-3. エア調整
	2-4. ビーズテープのセット
	2-5. 縫付け準備
	2-6. ビーズリールの交換

	シードビーズ装置の昇降
	3-1. 昇降の手順

	ビーズ刺繍を行う上での注意
	4-1. 注意事項

	布押えの高さ調整
	5-1. TMAR、TMCR、TMEZ
	5-2. TMBR
	5-3. TMCP
	5-4. TMBP
	5-5. TLMX、TCMX

	メンテナンス
	6-1. 掃除
	6-2. グリスアップ

	トラブルと対処
	7-1. ビーズ装置が昇降しない
	7-2. ビーズの縫付けミスが多い



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




